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報道取材要領 
 
プレスセンターのご利⽤について 
 
フォーラム開催期間中は会場内の５Ｆにプレスセンターを設置します。ファックス、コピー機、LAN 回線によるイン
ターネットのご利⽤が可能です。事前にお申し込みいただいた場合には、スピーカーや参加者との個別インタビュー
を事務局（プレス担当）によって⼿配させていただきます。 

 
 

取材要領 (注意事項) 
 
ペン（記事）記者の⽅は、開会式及び全体会議等の他に分科会の取材も可能です。ただし分科会の討議内容に関して
は、チャタムハウスルール（注１）を遵守いただき、発⾔者を特定できないようにしていただいますようお願いいた
します。 
 
（注１）チャタムハウスルール 
本フォーラムにおいては、参加者に⾃由に発⾔していただくため、チャタムハウスルールを適⽤しています。 
要点は次の通りです。 
① 会議における発⾔を公開⽂書やマスメディアにおいて引⽤する場合、発⾔者が特定されるような形での引⽤は

⾏わない。 
② 「○○というテーマに関し、△△という意⾒が出た」という引⽤はよいが、発⾔者の名前を明記しなくても、発

⾔者を推測できるような形での引⽤は⾏わない。 
 
⾷事を伴うセッションは、原則プレスの参加は不可とさせていただきます。但し、ビュッフェ・ランチ（１０⽉ 4 ⽇ 
12:45 – 14:00）及びスペシャル・ビュッフェ・ディナー（１０⽉ 5 ⽇（⽉） 18:30－20:00）に関しては当該ラ
ンチ、ディナー開催中に得た情報をオフレコ扱いにしていただくという制約の下でご参加いただけます。 
 
 
テレビ取材要領 

 
会場内でのテレビ撮影は下記のセッションのみ可能です。事務局の事前許可なく、下記の場所・時間以外での撮影は
お断りいたします。 
 
10 ⽉ 4 ⽇（⽇）  10:00 – 11:00 開会式  （Opening Plenary Session） 

  11:00 – 12:00 全体会議 （Plenary Session） 
  13:30 – 15:30 全体会議 （Plenary Session） 
 

10 ⽉ 5 ⽇（⽉）  08:30 – 09:50 全体会議 （Plenary Session） 
   16:50 – 18:00 全体会議 （Plenary Sessions） 
 
10 ⽉ 6 ⽇（⽕）  08:30 – 12:30 全体会議及び閉会式 （Plenary Session & Closing Plenary Session） 
 
※ 各取材位置とも、カメラは１社１カメラ（ＥＮＧは系列１カメラ１補助）、ペン（記事）記者は１社１記者による限定取材でお願いします。
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プレス登録 
 
取材を希望する報道関係者の⽅は、 STS フォーラムのホームページから以下の要領にてお申し込みください。ホー
ムページは 2009 年 7 ⽉にオープンしています。 
 
① STS フォーラムの登録サイト http://www.stsforum.org/ にアクセスし、左下の Press Room を開き、Media 

Accreditation Request ボタン (オレンジ⾊) をクリックして、登録画⾯に⼊ります。 
② 必要項⽬を⼊⼒してください。（登録サイトは⽇英 2 ヶ国語で⽤意しております。） 
③ STS フォーラムの取材を申請される⽅は、press@stsforum.org まで証明写真を事前に送付してください。な

お、登録サイト上の注意事項にご留意いただけますようお願いいたします。 
登録締め切り：２００9 年 10 ⽉ 2 ⽇（⾦）１8：００＜厳守＞ 

④ プレス登録申請完了のメールをお送りしますので、当⽇は完了メールを印刷の上、記者証と共にプレス専⽤受付
までお持ちください。 

 
 
取材記者証の交付 
 
所定の場所に設置されるプレス専⽤受付で交付致します。その際は、本⼈確認のため必ず写真付きＩＤないし記者証
と完了メールのコピーをご提⽰ください。 
 
10 ⽉ 3 ⽇（⼟）受付時間： 10：00 – 18：00 （グランドプリンスホテル京都 ロビー階） 
10 ⽉ 4 ⽇（⽇）受付時間： 08：30 – 19：30 （国⽴京都国際会館 ロビー） 
10 ⽉ 5 ⽇（⽉）受付時間： 07：15 – 18：00 （国⽴京都国際会館 ロビー） 
10 ⽉ 6 ⽇（⽕）受付時間： 07：15 – 13：00 （国⽴京都国際会館 ロビー） 
 
 

お取合せ先： ＳＴＳフォーラム事務局 （東京） 
  事務局⻑：芹澤 ゆう 
  広報・渉外担当：アラニヤ・ルディービーヌ 
  Tel: 03-3519-3351 
  Fax: 03-3519-3352 
  Email: press@stsforum.org  



2009年９⽉30⽇現在

※全ての討議は英語で⾏われ、同時通訳の⽤意はございません。

２００９年１０⽉４⽇（⽇）
100 10:00 - 11:00 開会式・全体会議『科学技術と⼈類の未来』

菅直⼈ 副総理兼国家戦略担当・内閣府特命担当⼤⾂（経済財政政策・科学技術政策）

101 11:00 - 12:00 全体会議『科学技術と経済回復/成⻑』

12:00 - 13:30 ビュッフェ・ランチ（全参加者対象）

102 13:30 - 15:30 全体会議『政治家・科学者・企業家間の対話』

15:30 - 16:00 コーヒーブレイク

103 16:00 - 18:00 分科会 第１シリーズ

18:00 - 19:00 カクテル・パーティー

104 19:00 - 20:30 晩餐会（着席式 、本⼈及び同伴者のみ）

２００９年１０⽉５⽇（⽉）
200 08:30 - 09:50 全体会議『グローバルヘルスのための科学技術』

09:50 - 10:20 コーヒーブレイク

201 10:20 - 12:20 分科会 第２シリーズ

202 12:30 - 14:00 ワーキング・ランチ（着席式）

203 14:20 - 16:20 分科会 第３シリーズ

16:20 - 16:50 コーヒーブレイク

204 16:50 - 18:00 全体会議『未来社会のための情報通信技術』

全体会議『科学技術助成の諸課題』

205 18:30 - 20:30 スペシャル・ビュッフェ・ディナー（全参加者対象）
於：上賀茂神社

２００９年１０⽉６⽇（⽕）
300 08:30 - 09:25 全体会議『分科会総括』

301 09:25 - 10:15 参加者⾃由討論

10:15 - 10:45 コーヒーブレイク

302 10:45 - 11:45 全体会議『持続可能な未来のための科学技術』

303 11:45 - 12:30 全体会議・閉会式『今、何をすべきか？』

304 12:30 - 13:30 フェアウェル・ビュッフェ・ランチ（全参加者対象）

プログラム

科学技術と⼈類の未来に関する国際フォーラム（ＳＴＳフォーラム）
第６回 年次総会

２００９年１０⽉４⽇（⽇） - ６⽇（⽕）
於 国⽴京都国際会館
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科学技術と未来に関する国際フォーラム（STS フォーラム） 
第６回年次総会 

 
登壇確定者（抜粋） 

 
政治指導者・政策⽴案者 
リノ・バラニャオ  科学技術⽣産⾰新⼤⾂ （アルゼンチン） 
ジョン・ベッディントン  英国政府主席科学技術顧問（英国） 
プリトビラージ・チャバン 科学技術・地球科学⼤⾂（インド） 
ホセ・ラファエル・エスパーダ 副⼤統領（グアテマラ） 
クスマヤント・カディマン 研究・技術⼤⾂（インドネシア） 
菅直⼈  副総理兼国家戦略担当・内閣府特命担当⼤⾂（経済財政政策、科学技術政策）（⽇本） 
アレクサンダー・クンノフ  教育科学副⼤⾂（ロシア） 
サリー・コスゲイ  ⾼等教育・科学技術⼤⾂（ケニア） 
ハイメ・モラレス・カラソ 副⼤統領兼総合科学技術会議（ＣＯＮＩＣＹＴ）議⻑（ニカラグア） 
セルジオ・レゼンデ  科学技術⼤⾂（ブラジル） 
 
経済 
ジーン・ボッティ  EADS 社最⾼技術責任者（フランス）  
マーティン・ブリューダーミラー  BASF 社取締役（ドイツ） 
デービッド・イートン  BP 社研究技術部⾨最⾼責任者（イギリス） 
クリス・S・ゴバラクリシュナン インフォシス・テクノロジーズ社最⾼経営責任者（インド） 
ルパート・マードック  ニューズコーポレーション会⻑兼最⾼経営責任者（⽶国） 
岡村正   株式会社東芝顧問、⽇本商⼯会議所会頭（⽇本） 
岡本⼀雄   トヨタ⾃動⾞株式会社取締役副会⻑（⽇本） 
清⽔正孝   東京電⼒株式会社取締役社⻑、社団法⼈⽇本経済団体連合会副会⻑（⽇本） 
ウィリアム・スワォップ インテル社副社⻑兼本部⻑（⽶国） 
ジャック・ワターズ ファイザー渉外・医療担当副社⻑（⽶国） 
 
学術・有識者 
アルデン・ベーメント Jr. 国⽴科学財団（NSF）⻑官（⽶国） 
カトリーヌ・ブレシニャック  国際科学会議会⻑、国⽴科学研究センター総裁 （フランス）  
ウィリアム・カステル  ウェルカムトラスト財団会⻑（英国） 
ラルフ・シセローン   ⽶国科学アカデミー会⻑（⽶国） 
メガン・クラーク   科学・⼯業研究機構（CSIRO）事務総⻑（オーストラリア） 
ジャンジャック・ドォーダン 欧州宇宙機関事務局⻑（フランス） 
マージャ・マカロウ   欧州科学財団理事⻑（フィンランド） 
 
ノーベル賞受賞者 
リチャード・エルンスト  スイス連邦⼯科⼤学チューリッヒ校名誉教授、１９９１年ノーベル化学賞受賞（スイス） 
ハロルド・クロト   フロリダ州⽴⼤学教授、１９９６年ノーベル化学賞受賞(英国) 
リュック・モンタニエ  世界エイズ研究予防財団理事⻑兼創設者、２００８年ノーベル医学・⽣理学賞(フランス)  
トーステン・ウィーゼル   ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム推進機構事務局⻑、 
    １９８１年ノーベル医学・⽣理学賞（⽶国）  

 (ノーベル賞受賞者合計１１名) 
 
メディア関係者 
フィリップ・キャンベル  ネイチャー編集⻑（イギリス） 
ウルリッヒ・シュナーベル ディーツァイト科学編集者（ドイツ） 
ロバート・トムソン  ウォールストリートジャーナル発⾏⼈兼編集⻑ダウジョーンズ編集主幹（オーストラリア） 
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第６回年次総会 

 
参加確定科学技術担当⼤⾂ 

 

マリア・デ・カンディタ・ペレーラ・テクセラ 科学技術⼤⾂ アンゴラ 

リノ・バラニャオ 科学技術⽣産⾰新⼤⾂  アルゼンチン 

セルジオ・マチャードゥ・レゼンデ 科学技術⼤⾂ ブラジル 

マキシム・ソメ 技術教育・職業訓練⼤⾂ ブルキナファソ 

ペドロ・モンタルボ 科学技術庁⻑官 エクアドル 

セメレ・ルッソン 教育⼤⾂ エリトリア 

ジュネィディ・サッド 科学技術⼤⾂ エチオピア 

プリトビラージ・チャバン 科学技術・地球科学⼤⾂ インド 

クスマヤント・カディマン 研究・技術⼤⾂ インドネシア 

菅 直⼈ 副総理兼国家戦略担当・内閣府特命担当⼤⾂（経済財政政策、科学技術政策）  ⽇本 

サリー・コスゲイ ⾼等教育・科学技術⼤⾂ ケニア 

タチアナ・コケ 教育科学⼤⾂ ラトビア 

ローヤー サウッドゥ・ディアラ・アル・ブサイディ ⾼等教育⼤⾂ オマーン 

ラティファ・エル・アビダ 国家教育・⾼等教育・幹部養成・科学研究省国務⻑官 モロッコ 

モハメド・アザム・カン・スワティ 科学技術⼤⾂ パキスタン 

エストレラ・ファジェロ・アラバストロ 科学技術⼤⾂ フィリピン 

ホセ・マリアーノ・レベロ・ピレス・ガゴ 科学技術・⾼等教育⼤⾂ ポルトガル 

シャルル・ムリガンデ 教育⼤⾂ ルワンダ 

ボジダル・ジェーリッチ 副総理兼科学技術発展⼤⾂ セルビア 

カラヤ・ソーポンパニット 科学技術⼤⾂ タイ 

エネリ・ジノチキウィ 科学技術⼤⾂ ジンバブエ 
 

合計 ２1 名 


